
久留米市地域公共交通計画　体系案

計画の基本的な考え方

本計画は、国の「地域公共交通計画の作成と運用の手引き（アップデートガイダンス）に基づき、

データに基づく現状診断から課題を明確にし、将来の目指す姿の実現に向けた施策・取組を体系的に整理します。

移動しやすく、みんなで支え、みんなで利用する持続可能な地域公共交通の実現を目指します。

第1章 計画概要
① 計画策定の背景・目的 ② 計画区域 ③ 計画期間 ④ 計画の位置付け ⑤ 計画対象（交通手段）

第2章 地域公共交通の現状診断

2-1 現状診断の考え方

・アップデートガイダンスに基づく計画の考え方

2-2 現状の整理

・久留米市の人口

・公共交通利用状況

・公共交通ネットワーク

・公共交通空白・不便地域の分布状況

2-3 課題の整理

❶ 公共交通利用者の回復・確保

❷ 公共交通の維持・強化

❸ 地域特性に応じた生活支援交通の再構築

❹ 交通結節機能・回遊性の強化

❺ 利用しやすい交通環境の整備

❻ 基幹交通とフィーダー交通の体系化

❼ 地域・交通事業者・行政が支える持続可能な

公共交通

第3章 地域公共交通の目指す姿

・まちの将来像（地域公共交通の役割）

・基本理念

計画目標

❶ 公共交通ネットワークの利便増進と持続可能性の強化

❷ 地域特性に応じた生活支援交通の確保

❸ 市民・来訪者がシームレスに移動できる交通環境の充実

❹ みんなで利用し、みんなで支える持続可能な公共交通の実現

第４章 地域公共交通ネットワーク

4-1

ネットワーク形成の考え方

第5章 施策の展開

・データを活用した現状診断

・地区別カルテによる分析

・現状診断から課題・施策へ

データ収集・分析

地区別カルテによる診断

課題の抽出

施策の検討・立案

❶ 公共交通ネットワークの利便増進と持続可能性の強化

❷ 地域特性に応じた生活支援交通の確保

❸ 市民・来訪者がシームレスに移動できる交通環境の充実

❹ みんなで利用し、みんなで支える持続可能な公共交通の実現

・基幹交通の維持・強化 ・路線バス再編・機能強化

・交通結節点の整備・機能強化 ・モビリティ・ハブの形成 など

・生活支援交通の再構築 ・地域輸送資源の活用

・導入ガイドライン策定 ・連携スキーム構築 など

・MaaSの推進 ・シェアサイクルの充実

・情報提供のDX化 ・バリアフリー化 など

・乗り方教室、エコ通勤デー ・モビリティマネジメント

・運転士確保 ・地域・交通事業者・行政の連携体制強化 など

第６章 重点プロジェクト（Kプロジェクト）

第８章 計画の推進

❶ 公共交通利用者回復

プロジェクト

・エコ通勤デーの推進・拡充

・モビリティマネジメント

・乗り方教室・情報発信強化

・利用促進キャンペーン

❷ 生活支援交通再構築

プロジェクト

・よりみちバスの再構築

・コミュニティタクシー制度設計改善

❸ 地域輸送資源活

用

・スクールバス等の活用

・福祉送迎（民間）等との連携

・優先地域での実証・検証

❺ シームレス利用環境整

備

・シェアサイクルエリア拡充

・交通マップのデジタル化

・コミュニティタクシーのDX化

・MaaSの拡充

❹ モビリティ・ハブ形成

プロジェクト

・駅前での実装化

・地域拠点での展開

・乗継利便性の向上

4-2

将来交通ネットワーク像

4-３

各交通モードの役割分担

4-４

交通拠点（交通結節点）

主要交通結節点

交通結節点

※計画期間で重点的に取り組む
施策の中でも重点化

【具体的施策】

・市民の公共交通に対するニーズや

意向(市民アンケート・まちづくり

ワークショップ)

・自動車保有状況

つながる、めぐる、えらばれる、

くるめの公共交通

～みんなでつくる交通の好循環～

基本方針

持続可能なまちづくりを支える

地域公共交通体系の構築

基本

方針❶

日常の移動に困らない

移動環境の実現

基本

方針❷

公共交通への行動転換を

生み出す利用環境の形成

基本

方針❸

役割の

明確化

4-5

地域特性に応じた交通確保

の方向性

❶ マネジメント・モニタリングチーム ❷ 法定協議会

・施策の実施状況 ・計画の達成状況 ・推進体制、役割分担 ・計画の達成状況の議論・承認、実施方針の設定

進捗KPI

効果KPI ❻ 鉄道の利用者数 ❽ 通勤・通学の鉄道、路線バスの利用率 ❾ 公共交通空白地域の居住人口割合

２核＋８拠点を結ぶ

公共交通ネットワーク

❶ 利用促進活動の

参加回数

❷ 地域内交通結節点

アクセス率

❸ 地域輸送資源

活用件数

❹ モビリティ・ハブ

箇所数

❺ シェアサイクル

ポート数

別紙

第７章 評価指標

❼ 路線バスの利用者数


